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研究成果の概要（和文）：本研究は日印看護師間における看護や教育・臨床環境に関する状況的認知の比較を明
らかにすることで①日印看護師の相互文化理解を深め、②日印の看護師が求める臨床教育支援プログラムの開発
と協調的臨床環境の構築に発展させ、③今後の日本人看護師派遣の促進に繋げることが目的である。5年間の研
究期間において3年間はCovid-19パンデミックの影響によりインドへの入国禁止など研究実施が困難であった。
2022年度にインドへの入国規制が緩和され、2023年3月までに目的①と②を達成することができた。今後開発す
る臨床教育支援プログラムの実践と評価を次の研究に繋げることで本研究の目的③の達成に貢献すると考える。

研究成果の概要（英文）：The purposes of this study are to ① deepen mutual cultural understanding 
between Japanese and Indian nurses, ② develop a clinical education support program and cooperative 
clinical environment that Japanese and Indian nurses seek, and ③promote the dispatch of Japanese 
nurses in the future by clarifying comparative situational perceptions of nursing, education, and 
clinical environment between Japanese and Indian nurses. During the five-year research period, for 
three years it was difficult to conduct the research due to the Covid-19 pandemic and the ban on 
entry into India. In 2022, the restrictions on entry into India were relaxed, and the study purposes
 ① and ② were achieved by March 2023. It is believed that the implementation and evaluation of the
 clinical education support program to be developed in the future will contribute to the achievement
 of this study purpose ③ by connecting it to the next research.

研究分野：国際看護

キーワード： 国際看護　臨床教育支援　日印看護師　協調的臨床環境　Global health nursing
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでに、日印看護師の望ましい看護や臨床教育・協調的臨床環境に関する状況的認知の比較研究は行われて
いない。従って、本研究は国際看護学の視点から独創的かつ学術的に高い意味を持つと考える。これらを明らか
にすることにより、１）日印看護師の相互文 化理解を深め、２）双方のニーズに基づいた臨床教育支援と協調
的臨床環境を構築し、３）求められる「インド人看護師臨床教育支援」と日印看護師たちのための臨床環境を構
築し情報発信していくことで、継続支援のための日本人看護師派遣の促進を目指す。よって本研究は社会的・国
際的に大きな意味を持つと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

  国際的に、医療における健康格差は常なる課題であり、格差改善に向けて我が国では国・

民間レベルで様々な国際医療保健における貢献をしてきた。2015年に国連が設定した 2030年

までの持続可能な開発目標(SDGs)では、健康格差の改善の指針として 17 の目標が設定された

1。貧困・飢餓の撲滅、質の良い教育の提供、医療と福祉の充実、環境保全などの目標と共に、

第 17番目の目標は民間企業や市民社会も参加する開発のためのグローバルなパートナーシップ

の推進である
1

。  

  その民間企業が参加した国際医療保健への貢献例として、近年では 2014年 6月にセコム医 

療システム株式会社と豊田通商株式会社により、インド初の日本式総合病院(294 床)を 開院し

た。これは、国際協力銀行による初めての医療事業への協力により実現した官民連携 によるイ

ンド現法に対した医療格差改善・開発のための国際事業である 2。日本の国家である桜と、イ

ンドのサンスクリット語である Sakra(The Ruler of Heavenの意)を由来とするサクラ・ワール

ド病院はインド南西にあるカルナータカ州の州都バンガロールに建てられ、6 つのコアセンタ

ー(脳神経センター、心臓センター、消化器センター、整形外科、腎・泌 尿器、女性・小児)が

あり 17の診療科をもつ 3。そこでは日本人看護師たちが「最善の医療サービスで患者様のより

よい生活をサポートする」使命を持ち、現地のインド人看護師の文化や宗教を尊重しつつ、彼

らと連携し医療・看護の質向上に貢献してきた 2。  

  インドでは人口の約 8 割がヒンズー教、1.5割がイスラム教の多民族多言語の文化であり

国民間の格差も大きく、社会的身分制度のカーストが根強く残る地域も多い 4。看護師は職業 

特性上異性との身体的接触や汚物の世話があり、いまだに汚れた仕事との偏見も大きい 5,6。 

インドは先進国の医療支援対象国であり、我国も独立行政法人国際協力機構(JICA)がインドの

看護教育の質向上に貢献するべく 1966年から現在まで看護師派遣を行っている 7。本研究の対

象施設であるサクラ・ワールド病院に派遣されてきた 4名の日本人看護師たちは、日印看護師

間における看護や教育・臨床環境の差の中で指導する難しさについて述べている 2。  

 

２．研究の目的 

  近年インドでは、日本企業が国際銀行の協力のもと初の日本式総合病院（サクラ・ワール

ド病院）を開院し、2017年までに 4名の日本人看護師を派遣してきた 8。当該病院で臨床上の

教育支援を行ってきた日本人看護師たちは、相互の文化を尊重しつつ指導する難しさを述べて

いた 2。これまでに、日印看護師間における看護や教育・臨床環境に関する状況的認知の比較

は研究されていない。本研究でそれらを明らかにすることで、①日印看護師の相互文化理解を

深め、②日印の看護師が求める臨床教育支援プログラムの開発と協調的臨床環境の構築に発展

させ、③今後の日本人看護師派遣の促進に繋げることを目的とした。  

 

３．研究の方法 

  日本人看護師 3名とインド人看護師 27名の合計 30名に、望ましい看 護・臨床教育・協調

的臨床環境についてインタビューを実施した。当時、日本人看護師 1名は研究対象医療機関に

就業していた。そこで、日本で聞き取りを実施した日本人看護師 2 名にインドのバンガロール



へ同行していただき、インド人看護師へのグループインタビュー後に、日印看護師参加のも

と、日印看護師の求める臨床教育支援プログラム開発と協調的臨床環境の構築について討議し

た。Covid-19 パンデミックの影響により研究実施が遅延したことで、臨床教育支援プログラム

の実施と評価へは至らなかった。 

４．研究成果 

  臨床教育支援プログラムにおいては、多文化共生に対する教育支援の継続やケアの質向上

にむけた取り組みの継続と支援の充実、さらに、臨床の看護研究を含む学術的教育支援のニーズ

が明らかになった。これらを実現することで、協調的臨床環境が構築できる可能性がある。今後、

この臨床教育支援プログラムの実施・評価を行い、本研究の目的③の達成につなげる予定である。 
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